
2025・4 春1号 AFCフォーラム　3

中
山
間
地
域
こ
そ
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
を

　

日
本
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
が
２
０
５
０
年
に
は

２
０
２
０
年
比
で
４
分
の
１
に
な
る
と
い
う
予
測
が
あ

る
。も
し
そ
の
と
お
り
に
な
る
と
、50
年
に
は
１
人
当

た
り
の
作
業
量
が
今
の
４
倍
近
く
に
な
ら
な
い
と
現
在

の
食
料
自
給
力
は
維
持
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。さ
ら

に
従
事
者
の
高
齢
化
も
進
行
す
る
と
、４
倍
以
上
の
生

産
力
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。こ
れ
は
わ
が
国
の
食

料
安
全
保
障
の
観
点
で
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

政
府
は
24
年
６
月
に「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

を
改
正
し
た
。改
正
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が「
人
口
減
少

下
に
お
け
る
農
業
生
産
の
方
向
性
を
明
確
化
」す
る
こ

と
に
あ
る
。す
な
わ
ち
、生
産
性
の
高
い
食
料
供
給
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
農
作
業
の
省
人
化
・
効
率
化
が

喫
緊
の
課
題
と
な
り
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
速
や
か
な
現

場
実
装
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
平
地
で
大
区
画
の
圃ほ

場
、そ
し
て

電
気
通
信
事
業
者（
キ
ャ
リ
ア
）に
よ
り
無
線
通
信
基

盤
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、普
及
が
着
実
に
進
ん
で

い
る
。利
益
や
省
力
化
の
点
で
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

効
果
が
出
や
す
い
た
め
だ
。水
田
で
は
水
管
理
シ
ス
テ

ム
、自
動
操
舵だ

シ
ス
テ
ム
、ド
ロ
ー
ン
、リ
モ
コ
ン
草
刈

機
な
ど
が
広
く
使
用
さ
れ
、最
近
は
無
人
で
作
業
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
、ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
、ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
バ
イ
ン
も
市
販
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、圃
場
が
小
区
画
で
通
信
基
盤
も
整
備
さ
れ
て

い
な
い
地
域
は
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
農
機
に
は
中
型
・
大
型
の
も
の
が
多

い
た
め
、小
区
画
な
農
地
で
は
利
用
で
き
な
い
こ
と
、そ

し
て
ス
マ
ー
ト
農
機
導
入
の
た
め
の
初
期
投
資
が
経
営

規
模
に
比
し
て
過
大
な
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
に
農
業
の
労
働
力
不
足
が
深
刻
な
地
域
は
、小

規
模
農
家
が
多
い
中
山
間
地
域
で
あ
る
。一
方
で
中
山

間
地
域
は
全
国
の
耕
地
面
積
、総
農
家
数
、農
業
産
出

額
の
そ
れ
ぞ
れ
約
４
割
を
占
め
、わ
が
国
の
農
業
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。す
な
わ
ち
日
本
に
お
い
て

は
、中
山
間
農
業
で
こ
そ
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
普
及

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
農

機
の
電
動
化
・
小
型
化
を
志
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

野
菜
や
果
樹
作
に
技
術
開
発
の
余
地
あ
り

　

さ
ら
に
、現
在
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
レ
ベ
ル
に
は

品
目
に
よ
る
差
が
あ
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。例
え
ば

稲
作
・
畑
作
で
は
、生
産
性
向
上
に
有
効
な
技
術
が
か

な
り
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
、普
及
も
進
ん
で
き
て
い
る
。

他
方
、野
菜
・
果
樹
は
い
ま
だ
道
半
ば
に
あ
る
。

　

野
菜
は
収
穫
・
選
別
作
業
に
ま
だ
ま
だ
技
術
開
発
が

期
待
さ
れ
る
農
業
の
省
力
化
や
収
益
ア
ッ
プ

後
継
者
不
足
、生
産
性
の
向
上
、気
候
変
動

―
。日
本
農
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
切

り
札
と
期
待
さ
れ
る
の
が
ス
マ
ー
ト
農
業
だ
。セ
ン
サ
ー
、ロ
ボ
ッ
ト
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）、ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
、最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
か
し
た
開
発
は
生
産
現
場
か
ら
商
流
に
も

及
ぶ
。技
術
革
新
の
現
在
地
を
紹
介
し
よ
う
。

特
集　
ス
マ
ー
ト
農
業
が
創
る
未
来
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特集　スマート農業が創る未来

必
要
で
あ
る
。果
樹
は
リ
モ
コ
ン
草
刈
機
、ド
ロ
ー
ン
防

除
、半
自
動
運
搬
車
な
ど
が
一
部
普
及
し
て
い
る
が
、ほ

と
ん
ど
の
作
業
が
い
ま
だ
人
に
よ
る
慣
行
作
業
で
あ
る
。

こ
れ
は
、野
菜
作
・
果
樹
作
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
化
は

技
術
的
に
難
易
度
が
高
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。一
方
、

野
菜
・
果
実
は
農
産
物
の
な
か
で
は
畜
産
物
や
穀
物
類

に
次
い
で
輸
出
額
が
多
い
。こ
れ
ら
作
物
の
ス
マ
ー
ト

化
に
よ
る
生
産
の
高
位
安
定
化
は
、輸
出
拡
大
の
点
で

も
重
要
で
あ
る
。

　

図
１
は
２
０
５
０
年
に
展
開
す
る
と
予
想
さ
れ
る�

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
で
あ
る
。24
時

間
作
業
、重
量
野
菜
の
選
択
収
穫
、傾
斜
地
に
お
け
る

果
樹
作
業
の
自
動
化
、遠
隔
で
作
業
が
で
き
る
リ
モ
ー

ト
農
業
な
ど
は
実
用
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
遠
隔
監
視
で
進
む
省
人
化

　

２
０
２
４
年
10
月
１
日
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用

促
進
法
が
施
行
さ
れ
、ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
と

現
場
実
装
の
加
速
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

本
法
は「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な

生
産
方
式
の
導
入
」と「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
・

供
給
」の
両
面
か
ら
施
策
体
系
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

特
に
前
者
の「
新
た
な
生
産
方
式
の
導
入
」は
、ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
普
及
に
有
効
で
あ
る
。

　

本
法
で
は
農
作
業
受
託
、機
械
リ
ー
ス
、人
材
派
遣
、

農
業
経
営
に
関
す
る
情
報
分
析
・
助
言
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
事
業
体
を「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
」と
定
義
し
て
、そ
の
育
成
・
支
援
事
業
を

制
度
化
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を

例
に
挙
げ
て
、そ
の
高
い
潜
在
性
を
論
じ
た
い
。

　

わ
が
国
は
無
人
で
作
業
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
を
、

世
界
に
先
立
ち
18
年
に
社
会
実
装
し
た
。す
で
に
無
人

化
し
た
農
機
と
し
て
ト
ラ
ク
タ
、田
植
機
、コ
ン
バ
イ
ン

が
あ
る
。近
年
、草
刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
、茶
園
管
理
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、こ
れ
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
は
人
間
が
作
業

を
監
視
す
る
こ
と
を
使
用
条
件
と
し
て
い
る
。そ
の
た

め
、１
人
で
監
視
で
き
る
作
業
エ
リ
ア
や
台
数
に
は
限

界
が
あ
り
、現
状
で
は
複
数
の
圃
場
で
無
人
機
を
同
時

に
使
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

裏
を
返
せ
ば
、複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
を
遠
隔
で
監

視
し
、さ
ら
に
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
律
的
に
圃
場
間
を

移
動
で
き
れ
ば
、作
業
の
省
人
化
は
劇
的
に
進
む
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
筆
者
ら
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
産
学

連
携
で
実
証
実
験
し
て
い
る
の
が
、北
海
道
大
学
ス
マ

ー
ト
農
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ロ

ボ
ッ
ト
農
機
管
制
室「
ミ
ラ
イ
共
創
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
」（
図
２
）

で
あ
る
。こ
の
管
制
室
で
は
、複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
を

遠
隔
で
同
時
に
監
視
で
き
る
。オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
１
人
い

れ
ば
よ
く
、ロ
ボ
ッ
ト
は
人
工
衛
星
を
利
用
し
て
位
置

を
計
測
し
、圃
場
間
を
自
律
的
に
移
動
で
き
る
。ロ
ボ
ッ

ト
周
辺
の
障
害
物
は
Ａ
Ｉ
が
認
識
し
て
事
故
を
回
避
す

る
。圃
場
そ
ば
の
建
物
や
防
風
林
な
ど
に
よ
り
人
工
衛

図１　AI×ロボットによる2050年のスマート農業

図２　�北海道⼤学 スマート農業教育研究センターの 
ロボット農機管制室

資料：農研機構と合作

夜間の作業

病害の早期検出

センシング

リモート農業

中山間農業の
ロボット化

重量野菜の
収穫

複数の小型電動
ロボット協調作業
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AI
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AI
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AI
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AI
傾斜地における
果樹栽培
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期待される農業の省力化や収益アップ

星
の
測
位
精
度
が
低
下
し
た
と
き
は
、自
動
走
行
か
ら

人
間
の
遠
隔
操
作
に
切
り
替
え
て
作
業
を
継
続
で
き
る
。

　

こ
の
管
制
室
を
使
っ
て
、こ
れ
ま
で
に
１
人
で
６
台

の
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の
作
業
を
監
視
し
た
実
績
が
あ
る
。

ま
た
、遠
隔
作
業
に
距
離
の
制
限
は
な
い
。現
に
札
幌

市
に
あ
る
北
海
道
大
学
か
ら
７
０
０
㌔
離
れ
た
石
川
県

穴
水
町
に
あ
る
ブ
ド
ウ
園
、１
２
４
０
㌔
離
れ
た
高
知

県
北
川
村
の
ユ
ズ
園
の
作
業
を
遠
隔
で
実
施
で
き
た
。

　

こ
の
遠
隔
監
視
の
実
現
に
は
、２
種
類
の
通
信
系
を

使
用
し
て
い
る
。一
つ
は
テ
レ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ

伝
送
で
あ
り
、ロ
ボ
ッ
ト
の
作
業
デ
ー
タ
を
伝
送
す
る
機

能
と
管
制
室
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
御
す
る
機
能
を
担
う
。

も
う
一
つ
は
ロ
ボ
ッ
ト
周
辺
の
映
像
伝
送
で
あ
る
。ロ
ボ

ッ
ト
の
作
業
状
況
を
視
覚
で
把
握
で
き
る
機
能
は
、作

業
の
安
全
性
を
確
保
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
技
術
導
入
に
よ
る
農
家
の
メ
リ
ッ
ト
は
作
業
時

間
短
縮
と
収
入
増
に
あ
る
。岩
見
沢
市
で
実
施
し
た
実

証
試
験
に
お
い
て
、ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の
遠
隔
作
業
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
農
家
の
労
働
時
間
は
69
％
低

減
、生
産
コ
ス
ト
は
16
％
削
減
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、最
近
は
こ
の
遠
隔
監
視
技
術
か
ら
派
生
し
て
、

さ
ら
に
進
ん
だ
ス
マ
ー
ト
化
も
進
め
て
い
る
。Ａ
Ｉ
を

利
用
し
て
作
物
の
画
像
を
解
析
し
、病
虫
害
を
早
期
検

出
す
る
技
術
と
の
融
合
で
あ
る
。遠
隔
監
視
型
ロ
ボ
ッ

ト
周
辺
の
画
像
デ
ー
タ
を
管
制
室
に
付
設
さ
れ
た
Ａ
Ｉ

分
析
基
盤
で
高
速
処
理
す
る
こ
と
で
、作
物
の
病
変
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
検
出
し
、い
わ
ゆ
る
処
方
箋
を
作
成

し
て
農
家
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。こ
の
情
報
に
基

づ
い
た
ス
ポ
ッ
ト
防
除
や
適
正
な
施
肥
作
業
は
化
学
肥

料
や
化
学
農
薬
の
使
用
量
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
、近

い
将
来
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
の
農
家
向
け
支
援
メ
ニ
ュ
ー

に
な
る
で
あ
ろ
う（
図
３
）。

商
流
で
一
気
通
貫
の
デ
ー
タ
共
有

　

安
全
で
お
い
し
い
日
本
の
農
産
物
を
、国
内
市
場
の

み
な
ら
ず
海
外
ま
で
拡
大
し
て
供
給
す
る
こ
と
は
、日

本
農
業
の
め
ざ
す
方
向
で
あ
る
。政
府
は
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
を
５
兆
円
に

増
や
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
定

時
・
定
量
・
定
品
質
が
担
保
さ
れ
た
産
地
を
形
成
す
る

必
要
が
あ
る
。ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
輸
出
産
地

の
形
成
は
、新
規
就
農
者
の
早
期
育
成
に
も
寄
与
す
る

こ
と
か
ら
、若
い
世
代
の
就
農
人
口
を
増
や
す
こ
と
に

も
効
果
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、内
閣
府
は
戦
略

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）の
第

２
期「
ス
マ
ー
ト
バ
イ
オ
産
業
・
農
業
基
盤
技
術
」（
18

～
23
年
）の
研
究
開
発
事
業
の
一
つ
と
位
置
付
け
て「
ス

マ
ー
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
」を
開
発
し
て
き
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
と
は
、ス
マ
ー
ト
農
業

に
よ
っ
て
高
位
安
定
化
し
た
量
・
品
質
の
農
産
物
を
生

み
出
し
、そ
れ
を
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
の
ス
マ
ー
ト
化
に

よ
っ
て
市
場
価
値
に
転
換
す
る
仕
組
み
で
あ
る（
図
４
）。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
が
構
築
さ
れ
る
と
、国

内
外
各
地
の
農
産
物
の
消
費
動
向
が
把
握
さ
れ
、消
費

地
域
の
状
況
か
ら
最
適
な
出
荷
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。現
在
、陸
上
輸
送
を
担

う
ト
ラ
ッ
ク
業
界
も
２
０
２
４
年
問
題
で
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
に
あ
り
、積
載
率
を
高
め
た
効
率
的
な
運
搬
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。積
載
率
の
増
加
は
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
も
寄
与
す
る
。し

か
し
な
が
ら
、現
状
の
農
作
物
、特
に
露
地
野
菜
の
運

送
は
出
荷
時
期
と
出
荷
量
を
前
も
っ
て
確
定
で
き
な
い

こ
と
か
ら
無
駄
の
な
い
運
搬
は
難
し
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
は
、こ
の
問
題
解
決
に

も
有
効
だ
が
、実
用
化
は
そ
ん
な
に
簡
単
で
は
な
い
。

ま
ず
商
業
的
に
難
し
い
の
は
、生
産
か
ら
下
流
に
あ
る

加
工
～
輸
送
～
貯
蔵
～
販
売
～
消
費
の
各
段
階
に
数

多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
存
在
し
、そ
の
各
事
業

者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形
成
が
必
要
な
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、技
術
的
に
は「
需
要
予
測
」と「
出
荷
予
測
」

の
高
精
度
化
が
難
し
い
。「
出
荷
予
測
」に
は
気
象
デ
ー

タ
、作
物
生
育
モ
デ
ル
、ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
生
育
セ

ン
シ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、収
穫
適

図３　スマート農業サービス事業体のAI分析サービス

資料：筆者作成

診断結果

リアルタイム
フィードバック

５G

サービスの特長

可変施肥
スポット防除

処方箋生成

copyrightⓒ2008 AGCO

AI分析基盤（サービス事業体が管理・運用）

●作物の栄養状態や病虫害の早期検出
により収量・品質の高位安定化
●可変施肥・スポット防除により化学
肥料・化学農薬の使用量削減



6　AFCフォーラム 2025・4 春1号

特集　スマート農業が創る未来

次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
こ
と
で
、

手
元
の
農
産
物
の
価
値
が
わ
か
る
た
め
、消
費
者
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。当
然
、食
料
の
安
定
供
給
と
フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
の
点
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
貢
献
す
る
。

　

こ
の
実
現
に
は
、農
業
・
食
品
産
業
向
け
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
も
サ
ー
ビ
ス
法
人（
図
５
）に
機
能
化
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
が
、生
産
～
貯
蔵
～
加
工
～
輸
送
～

販
売
に
至
る
デ
ー
タ
を
一
気
通
貫
で
収
集
・
管
理
・
解

析
・
利
用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

地
域
に
合
っ
た
ス
マ
ー
ト
技
術
導
入
が
カ
ギ

　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
は
労
働
力
不
足
の
解
消
、農
作
業

技
術
の
デ
ー
タ
に
よ
る
継
承
、生
産
の
低
コ
ス
ト
化
、農

産
物
の
品
質
向
上
・
収
量
増
、従
来
の「
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア

ウ
ト
」農
業
か
ら「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
」農
業
へ
の
転
換
、

農
業
の
魅
力
ア
ッ
プ
な
ど
、数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

農
業
の
場
合
、地
域
性
が
強
い
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
に
適
合
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
が
農
業

経
営
改
善
の
成
否
の
鍵
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
、高
性
能
で
あ
る
が
故
に
価
格
が
高
い
ス
マ
ー

ト
農
機
は
、稼
働
時
間
を
増
や
し
て
費
用
対
効
果
を
高

め
る
こ
と
も
必
須
で
あ
る
。従
っ
て
、リ
ー
ス
、レ
ン
タ

ル
、作
業
委
託
、人
材
派
遣
な
ど
を
業
務
と
す
る「
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
活
用
サ
ー
ビ
ス
」を
利
用
す
る
こ
と
も

選
択
肢
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、消
費
者
に
国
産
農
作
物
・
食
品
の
価
値
を
正

し
く
伝
え
る
た
め
に
も
、前
述
の
ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
チ

ェ
ー
ン
を
広
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

産
地
を
越
え
、物
流
網
を
横
断
す
る
デ
ー
タ
の
利
活
用

は
、日
本
の
農
業
・
食
品
産
業
の
成
長
に
不
可
欠
で
あ

る
。今
後
の
速
や
か
な
社
会
実
装
に
期
待
し
た
い
。�

の
で
前
述
の「
出
荷
予
測
」に
も
有
効
で
あ
る
。こ
の
全

国
版
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
と
共
に
、地

域
の
商
流
ご
と
に
川
上
か
ら
川
下
ま
で
同
じ
デ
ー
タ
を

地
域
内
で
共
有
し
て
、生
産
者
・
加
工
流
通
業
者
な
ど

で
相
互
で
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る「
地
域
版
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
を
用
い
れ
ば
農
産
物
は

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
確
立

で
き
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
農
業
も
志
向
し
や
す
く
な

る
。ま
た
、消
費
者
は
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
付
い
た
二

期
と
出
荷
量
を
収
穫
前
に
で
き
る
だ
け
早
く
予
測
す
る

シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
。

　

こ
れ
に
は
、農
業
に
役
立
つ
デ
ー
タ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
公
的
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス「
農
業
デ
ー

タ
連
携
基
盤（
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）」を
活
用
で
き
る
。Ｗ
Ａ

Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
を
推
進
し
、農
業
現
場

に
お
け
る
生
産
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
た
め
に
構
築
さ

れ
た
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。

Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
を
利
用
す
る
こ
と
で
収
量
増
・
品
質
向
上

が
期
待
で
き
る
が
、収
穫
適
期
を
知
る
こ
と
も
で
き
る

図４　スマートフードチェーンプラットフォーム

図５　地域に設置される農業・食品産業支援サービス法人

資料：内閣府SIP第２期「スマートバイオ産業・農業基盤技術」

資料：筆者作成
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